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＜抄 録＞【Web上で公開します】 

 本研究の目的は，探究的な学習の過程に関連づけた情報活用能力育成のための授業指標を開発することである．開発の手

続きとして，まず文部科学省が公開している種々の資料を基に，情報活用能力に関する構成要素を同定し，探究的な学習の過

程に関連づけた．次に構成要素を基に各教科の小学校学習指導要領解説の記述内容を確認し授業展開例を検討した．その結

果，探究的な学習の過程に関連づけた情報活用能力育成のための授業指標（情報活用能力ベーシック）を開発することができ

た．さらに，情報教育推進担当教員を対象に評価を実施し得られたデータを分析したところ，開発した授業指標（情報活用能

力ベーシック）の有用性が示された． 

 

＜キーワード＞【Web上で公開します】 

情報活用能力，小学校，探究，学習過程，授業指標，開発，評価，情報活用能力ベーシック 

１ はじめに 

 小学校学習指導要領（平成29年改訂）において，情報活

用能力は，言語能力，問題発見・解決能力と並び，学習の

基盤となる資質・能力と位置づけられた（文部科学省 

2017a）．情報活用能力の具体的内容については，かねて

より学習内容・活動の側面から3観点「情報活用の実践

力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」

及び8要素として示されてきた（文部科学省 1998）．しか

しながら，今回の改訂により資質・能力が「知識及び技

能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人

間性等」の三つの柱で整理されたことを受けて，情報活用

能力においても同様に３つの柱で再整理された（文部科学

省 2018a）． 

また，情報活用能力の育成にあたっては，各教科等の特

質を活かし教科等横断的な視点から教育課程の編成を図る

ことの必要性が示され（文部科学省 2017a），加えて情報

活用能力は多様な内容であることが具体的に例示された

（文部科学省 2017b）．したがって，教員は長期的な視座

を持ち，計画的・組織的に情報活用能力育成のための取組

を実施していく必要がある． 

情報活用能力の重要性が最初に指摘されたのは，1986年

の臨時教育審議会第二次答申であり，すでに40年近く経過

している．しかしながら，教員の情報活用能力に関する認

知は十分とはいえない．稲垣ほか（2019）の小中学校の教

員を対象とした調査によれば，学習指導要領に示された情

報活用能力の記述内容について十分には認知されていない

状況が報告されている．具体的には，中学校教員よりも小

学校教員の方が情報活用能力の重要性を認知している割合

は高いものの，両校種の教員共に総則における情報活用能

力に関する記載や，学習の基盤となる資質・能力といった

根幹的な位置付けについての理解は，情報モラル，プログ

ラミングといった個別の指導内容に関する認知を下回る傾

向がみられたことが報告されている． 

このような現状において，児童生徒の情報活用能力を育

成するためには，教員が情報活用能力育成を意図した授業

を構想し実践することを力強く支援することが必要であろ

う．関連する研究を概観すると，例えば，教育委員会の指

導主事を対象にしたワークショップ活動を伴うインタ

ビューデータを質的に解釈し，各教科・領域との関連を示

した研究（稲垣 2019）においては，情報活用能力と各教

科・領域の内容との関連のほか，系統的な指導の重要性に

ついて言及している．しかしながら，具体的な学習単元を

例に情報活用能力育成の可能性に言及されているものの，

具体的な事例であるからゆえに得られた知見の汎用性の点

において課題を指摘できる． 

他にも情報活用能力の体系表例（文部科学省 2019a）に

示されている要素と小学校，中学校，高等学校の全教科の

学習指導要領との対応関係を検討した研究（泰山・堀田 

2019）では，情報活用能力と各教科・領域の内容との関連

性が示されており，情報活用能力育成の指針とすることは

できる．しかし，授業の構想及び実践を通じて情報活用能

力を着実に育成するためには，関連性の提示に留まらず，

学習過程に即した形で，情報活用能力育成のための具体的

な授業展開を提示する必要性を指摘できる． 
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さらに，先述した情報活用能力の体系表例（2019a）は

想定される学習内容（基本的な操作等，問題解決・探究に

おける情報活用，情報モラル，プログラミング）と資質・

能力の三つの柱，6つの内容カテゴリー，5つの発達段階と

いった多様な視点から構成されている．その複雑さゆえに

稲垣ほか（2019）の知見を踏まえると，一般的な学校にお

いて，情報教育全体計画や各教科等の年間指導計画に指導

事項を反映することは難しいと考えられる． 

これまでの先行研究の知見を基に，教員が情報活用能力

育成を意図した授業を構想し実践することを支援するため

には，どの教科でどのような授業展開が考えられうるかに

ついて具体的に示すことが求められるといえよう．しかし

ながら，全ての教科において考えられうる具体的な事例を

提供することは現実的ではない．我が国の教員の授業力量

は十分に高いことがこれまでに示されており，力量形成の

蓄積の歴史を鑑みた際に，日々の授業の構想及び実践する

際に参考にできる授業指標を開発することで，多様な学

年・教科における運用を期待できると考えた． 

そこで本研究では，情報モラルやプログラミングといっ

た個別の学習内容ではなく，日々行われる授業の構想及び

実践に関連する「問題解決・探究における情報活用」（文

部科学省 2019a）に着目する．そして，学習過程に関連づ

けた情報活用能力育成のための授業指標を提案する．本研

究によって得られた知見によって，情報活用能力育成を意

図した授業が日常的に実践されやすくなり，児童生徒の情

報活用能力育成に寄与することが期待できる． 

 

２ 目 的 

本研究の目的は，学習過程に関連づけた情報活用能力育

成のための授業指標を開発することである．なお，本研究

では授業指標について，学校現場への普及を考慮し「情報

活用能力ベーシック」と呼称することとする．また学習指

導要領が他校種よりも先行して全面実施された小学校を前

提に開発する． 

 

３ 研究方法論の特徴 

本研究で開発する情報活用能力ベーシックが，各教科の

授業の構想及び実践に資するためには，授業者が拠り所と

する小学校学習指導要領（平成29年改訂）（文部科学省 

2017a）に依拠する必要があると考えた．また情報活用能

力は教科等横断的な視点に立って育成することが示されて

いることから，最終的に情報活用能力ベーシックを開発す

る段階においては，各教科の小学校学習指導要領解説の記

述内容を精緻に分析することが求められると考えた． 

そこで，開発にあたっては，まず文部科学省が公開して

いる資料を基に，情報活用能力の構成要素を同定し，適切

な学習過程に関連づける．次に同定された構成要素を基

に，各教科の小学校学習指導要領解説の記述内容を確認し

検討を重ね，最終的な情報活用能力ベーシックを開発す

る．このように，2段階に分けて検討を重ね，開発を進め

る研究方法は，中川ほか（2010）, 小林（2021）において

確認でき，妥当性を有していると判断できる．なお，具体

的な研究方法については次章に詳述する． 

 

4 情報活用能力ベーシックの開発 

4．1．研究1［構成要素及び学習過程の同定］ 

4．1．1．調査対象 

 情報活用能力の構成要素の同定には，以下の資料を対象

にする． 

・情報活用能力についての記載が確認できる小学校学習指

導要領（平成29年改訂）（文部科学省 2017a）及び小学校

学習指導要領解説総則編（平成29年改訂）（文部科学省 

2017b） 

・我が国の情報教育の指針的な役割を果たしてきた情報活

用能力の3観点8要素（文部科学省 2019b） 

・近年の大規模な調査（IE-School）において情報活用能

力に関する指導項目の分類や系統を整理した情報活用能

力の体系表例（文部科学省 2019a） 

4．1．2．手続き 

 具体的な手続きを以下に示す． 

はじめに，1）小学校学習指導要領解説総則編（平成29

年改訂）（文部科学省 2017b）に示されている情報活用能

力の具体に関する記述から，情報活用能力の構成要素を同

定する．次に，2）情報活用能力を学習活動及び内容の側

面から整理した情報活用能力の3観点8要素（文部科学省 

2019b）の中から，特に学習活動に関連するＡ 情報活用の

実践力から構成要素を同定する．1)及び2)と比較して，よ

り大きな枠組みから検討するために，3）小学校学習指導

要領（平成29年改訂）（文部科学省 2017a）における情報

活用能力の定義を基にして，関連する構成要素を同定す

る． 

1），2），3）によって同定された構成要素を学習過程に

関連づける．情報活用能力の育成に関して，例えば，図書

館利用教育における6つの過程で示された情報探索プロセ

スモデル（Kuhlthau 1993），統計的探究の国際的枠組みで

あるPPDACサイクルを参考に7つの過程で示されている統計

的探究プロセス（総務省 2016）, 総合的な学習の時間に

おける授業展開を示した探究的な学習の過程（文部科学省 

2017c）等が挙げられ，現状では一義的に定まっていると

はいえない状況である． 

そこで，日々実践される各教科の授業の構想及び実践に

資するという本研究の意義を鑑み，小学校学習指導要領

（平成29年改訂）（文部科学省 2017a）においては各教科

を通じて探究的な学びが志向されていることから，4）総

合的な学習の時間における探究的な学習の過程である【課

題の設定】【情報の収集】【整理・分析】【まとめ・表現】
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の4つの学習過程に構成要素を関連づけて整理する．最後

に，全体を俯瞰し修正及び改善するために，大規模調査に

よって得られた知見を整理した5）情報活用能力の体系表

例（文部科学省 2019a）と比較し，加除修正するべき構成

要素や学習過程の有無について精査する． 

4．1．3．研究1の結果 

前項で示した手続き1)〜5）に沿って結果を示す．1）小

学校学習指導要領解説総則編（平成29年改訂）（文部科学

省 2017b）に示されている情報活用能力の具体に関する次

の記述から構成要素（下線部分）を同定した．同定した構

成要素は，収集，整理，比較，発信，伝達，保存，共有，

情報手段の基本的な操作，プログラミング的思考，情報モ

ラル，情報セキュリティ，統計の12であった．なお，収集

は直接的には示されていないが，「情報を得たり」という

表現から収集という構成要素に含むことが可能と判断し

た． 

 

情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動において必要に

応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，

情報を整理・比較したり，得られた情報を分かりやすく発信・伝

達したり，必要に応じて保存・共有したりといったことができる

力であり，さらに，このような学習活動を遂行する上で必要とな

る情報手段の基本的な操作の習得や，プログラミング的思考，情

報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力等も含

むものである． 

 

12の構成要素を問題解決・探究における情報活用に該当

する収集，整理，比較，発信，伝達と情報手段の操作や特

定の学習活動・学習内容に関する情報手段，プログラミン

グ的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計に大別し

た．なお，保存・共有については，「必要に応じて」と付

加的に示されていること，また，ここでいう「保存・共

有」は，2つの言葉が並列で示されており，「保存」は電子

ファイルの保存を意味すると想定される．同様に「共有」

においても，授業中に見られる意見を共有するといった意

味ではなく，電子ファイル等の共有と考えられることから

学習過程にはなじまないと判断した．したがって，前者の

5つ（収集，整理，比較，発信，伝達）について構成要素

と確定した． 

次に， 2）情報活用能力の3観点8要素（文部科学省 

2019b）の中から，Ａ 情報活用の実践力を基に関連する新

たな構成要素（下線部分）を同定した．その際，1)との重

なりは除いた． 

 

Ａ 情報活用の実践力 

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用 

・必要な情報の主体的な収集・表現・処理・創造 

・受け手の状況などを踏まえた発信・伝達 

 

同定された構成要素は，1）で得られた構成要素との重

なりを除き，表現，処理，創造であった．さらに，次に示

す3）小学校学習指導要領（平成29年改訂）（文部科学省 

2017a）における情報活用能力の定義を基にして，関連す

る新たな構成要素（下線部分）を同定した．同定した構成

要素は，「問題を発見」及び「考えを形成」の2つであっ

た．なお，ここまでに確認した構成要素と表現形式をそろ

えるために，それぞれ発見，形成に置換した．  

 

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとし

て捉え，情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を

発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な

資質・能力である． 

 

1），2），3）の手続きによって同定した合計10の構成要

素について，4）探究的な学習の過程における授業展開に

合うように関連づけた．なお，各学習過程を【 】を用い

て以下に表記する． 

 

【課題の設定】発見 

【情報の収集】収集 

【整理・分析】整理，比較，処理 

【まとめ・表現】形成，発信，伝達，表現，創造 

 

最後に，5）情報活用能力の体系表例（文部科学省 

2019a）と比較し，構成要素及び学習過程について精緻化

を試みた．その結果，構成要素は情報活用能力の体系表例

（文部科学省 2019a）においても見られ，大きく意味が異

なるものではないことが確認できた．一方で，情報活用能

力の体系表例（文部科学省 2019a）の中では「情報活用を

振り返り」「自らの情報の活用を振り返り」「情報及び情報

技術の活用を振り返り，改善点を論理的に考える」のよう

に，新たな学習過程の存在を確認できた．そこで【振り返

り・改善】の学習過程を新設し，関連する構成要素として

振り返り，改善を設定することとした． 

また【振り返り・改善】について，小学校学習指導要領

解説総合的な学習の時間編（文部科学省 2017c）には「整

理・分析された情報からは，自分自身の意見や考えをまと

めて，それを表現する．他者との相互交流や表現による振

り返りを通して，課題が更新されたり，新たに調べること

を見いだしたり，意見や考えが明らかになったりする」と

いう記述が確認できたことから【まとめ・表現】の後に

【振り返り・改善】の学習過程を設定した．最後に，これ

までの手続きの全体を見直したところ「統計」について

は，算数科において「データの活用」領域が新設されたこ

とや，探究的な学びにおける統計的な視点の重要性が指摘

されている（総務省 2016）ことから，合議の上で構成要
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素として統計を付け加えた．最終的な学習過程及び関連づ

けた情報活用能力の構成要素は以下の通りである． 

 

【課題の設定】発見 

【情報の収集】収集 

【整理・分析】整理，比較，処理，統計 

【まとめ・表現】形成，発信，伝達，表現，創造 

【振り返り・改善】振り返り，改善 

 

4．2．研究2［情報活用能力ベーシックの開発］ 

4．2．1．調査対象 

 情報活用能力ベーシックの開発にあたっては，前節で同

定した構成要素を基にして，学び方や授業実施の際の留意

点等が記載されている各教科の小学校学習指導要領解説を

確認する．具体的には，授業の構想及び実践に密接に関わ

る目標や内容について詳細に記述されている第2章及び第3

章を調査対象とし構成要素が含まれる文の記述内容を調査

する． 

4．2．2．手続き 

 具体的な手続きを以下に示す． 

1）13の構成要素を基に，調査対象における記述内容を確

認する．その際，各教科の小学校学習指導要領解説を

概観した上で，教科特有の関連表現についても構成要

素と同様に検討する．例えば，特別活動における学習

過程【まとめ・表現】では，構成要素である形成，発

信，伝達，表現，創造以外に「伝える」「発表」を用い

て表現していた．教科特有の関連表現について，担当

者の恣意的な開発につながることを避けるために協議

の場を設定する． 

2）構成要素や関連表現が用いられている一文を抜き出

し，該当ページ番号，関連する構成要素，該当する一

文をマトリクスに整理する． 

3）マトリクスに整理された情報を基に，情報活用能力育

成を意図した授業展開を記述する．記述内容は最終的

に筆者ら全員で確認し，必要に応じて合議の上で修正

し最終的な情報活用能力ベーシックとする．  

4．2．3．研究2の結果 

前項で示した手続きにしたがって開発を進めた結果，13

の教科の小学校学習指導要領解説において，一部を除き構

成要素の存在を確認することができた．これらの結果か

ら，小学校学習指導要領（平成29年改定）（文部科学省 

2017a）においては，情報活用能力は各教科に位置づけら

れていることが明らかになった．なお，確認できなかった

構成要素は，音楽における振り返り，改善，そして外国語

における収集であった．紙面の都合上，一部教科（国語）

について以下に示す．すべての教科については，学校現場

への普及促進を意図して制作したリーフレット（日本教育

情報化振興会 2021）を用いて図1に示す． 

 

＜国語＞ 

【課題の設定】 

日常生活で経験したり感じたり考えたりしたことや想像したことから

話題を設定する． 

【情報の収集】 

相手や目的を意識して，必要に応じた方法で複数の情報を収集する． 

【整理・分析】 

伝え合うために必要な情報かどうか，多様な観点から比較・分類して

整理することで，伝えたいことを明確にする． 

【まとめ・表現】 

話の内容を分かりやすく伝えるために，事実や判断の根拠や理由を示

しながら，表現を工夫する．そして自分の考えを述べる． 

【振り返り・改善】 

学習の過程やまとめの段階で，伝えたいことが伝わったかを振り返

り，考えを再構成しながら，自分の考えをさらに深める． 

 

４ 評 価 

4．1．評価対象者 

 開発した情報活用能力ベーシックに対して使用者の評価

を実施した．情報活用能力ベーシックは日々実践される各

教科の授業の構想及び実践に資することを意図していた．

したがって，年間を通じて学校研究の推進のために情報活

用能力ベーシックを活用してきた情報教育推進担当者2名

を調査対象に選定した． 

 

4．2．評価の方法 

評価に際には情報活用能力ベーシックの活用の実態も含

めて把握することが不可欠あり，研究対象者の内面に深く

迫る必要があると考えた．そこで，比較的少ないサンプル

しか一度に扱えない一方で，現象への深い理解が可能であ

る質的研究法を採用した（関口 2013）． 

また質的データの収集にあたっては，研究対象者の実感

を柔軟に聴き取る必要があるために半構造化面接法を採用

した．面接に際しては，次に示す内容をインタビューガイ

ドとして調査を実施した． 

・情報活用能力の育成を研究主題に掲げ学校研究に取り

組む際の困難さ 

・情報活用能力ベーシックの活用の具体と活用したこと

による変化 

・情報活用能力ベーシックの改善点 

半構造化面接法によって得られたデータは対象者の了解

の上で電子的に記録し，逐語記録を作成した後にKJ法にお

けるグループ分けの手法を用いて分類・整理した． 

 

4．3．評価の結果 

得られたデータ数は102であった．内容ごとに分類した

ところ，【情報活用能力の育成に関するこれまでの課題】
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図1 情報活用能力ベーシックを掲載したリーフレット（一部頁の抜粋） 
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【情報活用能力ベーシック採用後の向上的な変化】【情報

活用能力ベーシックの適用の具体】【今後の期待と改善

点】に大別することができた．以下にそれぞれの詳細を記

す．鉤括弧（「 」）は一次データを示している． 

【情報活用能力の育成に関するこれまでの課題】につい

て，データ数は25であった．具体的な言及として，教員集

団の中で「教科の中でそれ（情報活用能力）って育てるこ

とができるのっていう意見が多数」出され，学校研究とし

て取り組むための「足並みがなかなかそろいづらかった」

という指摘が確認された．その理由として，情報活用能力

を意味する「言葉の整理がうまくいっていなかった」こと

が指摘された．また，情報活用能力への理解が不足する教

員においては「情報活用能力って何？ってところからやは

り入ってしまい」，具体的な授業の実施にまで至らない実

態が示された． 

情報活用能力育成のための指導が不十分であるという指

摘は，村上ほか（2021）においても示されており，評価対

象者の学校の状況は，一般的な学校と同様に情報活用能力

の理解が定着し日常的に実践されている状況ではなかった

といえる．したがって，学校研究を推進する際に，情報活

用能力の体系表例（文部科学省 2019a）を参考にしたもの

の「いろいろな要素が絡み合っている」ことから「先生方

の中の混乱みたいなのもやっぱりありました」とあり，日

常的な教育実践には適用しづらいことが指摘された． 

次に【情報活用能力ベーシック採用後の向上的な変化】

について，データ数は33であった．具体的な言及として，

「この情報活用能力ベーシックを皆さんにぽんと示すと，

やっぱりすんなりと先生方の中に入ってきて」という内容

から，情報活用能力ベーシックは一般教員にとって，理解

されやすいものであったと判断できる．また「研究主任と

しての立場からすると，足並みがすごくそろえやすくなり

ました」や「ただでさえ足並みがそろいづらいところで何

かを進めるってなったときに，こういった指標があるとそ

ろいやすくなる」という指摘から，授業展開を共通理解で

き，学校研究の推進に一定程度寄与できたと考えられる． 

さらに「結果的に情報活用能力の視点を持って，いろん

な授業を組み立てていったんですけど，それがしやすかっ

たっていうのは明らかかな」という発言や情報活用能力が

多義的な資質・能力であることから，「じゃあ，どういっ

たところを整理させて考えていくと良いのかっていう指標

みたいなのがあると学びが進めやすい」という指摘は，情

報活用能力ベーシックが日常的な授業の構想及び実践に有

用であることを示唆している．加えて「特に教科ごとにす

でにちゃんと（学習過程が）5段階それぞれあったってい

うのがどの先生方から見ても，低学年でも中学年でも高学

年でもすごく浸透しやすかった」という指摘は，探究的な

学習の過程に関連づけたことを評価するものである．  

同様に「なんていうんですかね，マニュアルじゃないと

ころが良いなと思いました」や「絶対こうあるべきってい

う細かい指示書みたいになっているのではなくて，こうい

う使い方もありますよっていうスタンスで，だったら私な

りにこうしてみたいなっていう」という指摘から，情報活

用能力ベーシックの意義を確認できる． 

そして，情報活用能力ベーシックを継続的に用いて学校

研究を進めることで「まずはっきりと変わったなと思った

のが1月，2月ですね」や「今年度の終わり頃の校内研究，

授業に向けての話し合いではプロセスを軸にして話が進む

んです」のように，情報活用能力ベーシックが教員に浸透

し，情報活用能力育成のための授業が実践されるように

なってきたことが確認された． 

次に示す【情報活用能力ベーシックの適用の具体】は，

情報活用能力ベーシックが学校研究において，どのように

適用されたのかといった具体的内容を示すカテゴリーであ

り，データ数は36であった．具体的な言及として，「もち

ろんどの単元の中にも1〜5までのプロセスがきっとあると

思うんですけど，例えば「自分発見（単元名）」とか，2年

生の生活科の中だとやっぱり振り返り改善があったり」と

あるように，情報活用能力ベーシックを基にこれまでの学

習単元の内容を見直していたことが確認できた． 

また，「一度，各学年の年間計画，例えば教科書会社が

出しているような年間計画を（校内の教員に）見ていただ

いて，この年間計画の中だったら，（情報活用能力）ベー

シックは5つのプロセスがあるので，どれに一番注目して

できそうか」とあるように，情報活用能力育成について年

間指導計画を基に議論する際に，情報活用能力ベーシック

が活用されたことを確認できた．このような取組は文部科

学省（2017b）に示される「学校教育に関わる様々な取組

を，教育課程を中心に据えながら，組織的かつ計画的に実

施し，教育活動の質の向上につなげていくこと」と同義で

あると考えられ情報活用能力ベーシックはカリキュラム・

マネジメントに寄与する可能性が示唆される． 

さらに，「年度末に教員に情報活用能力の育成でどう

いったことが大事かな，っていうのを13個の構成要素とプ

ログラミング的思考とかっていう他の要素を選んでもらっ

て，順位をつけたりした」とあるように，一年間の取組を

振り返り，年間指導計画を加除修正する際にも活用された

事例を確認できた． 

最後に【今後の期待と運用上の課題】については，評価

対象者が感じた情報活用能力ベーシックの改善点や今後の

期待に関する言及であり，データ数は8であった．具体的

な言及として，「あまり親切すぎるのも良くないかもしれ

ませんが，それでも例えば具体例ですね」とあるように，

情報活用能力ベーシックは授業指標であると理解した上

で，具体的な授業に適用した事例を期待していた．また，

小学校における低中高の学年別に開発することや対象を中

学校にまで広げることに期待を寄せていた．  
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さらに「実際の運用を見ると，短い単元とかの中に５つ

のプロセスが確かにあるとは思うんですけど，それを全部

追求していくとやっぱり大変なのかな」という運用上の課

題に関する指摘は，カリキュラム・マネジメントの視座を

持つことの重要性を示唆するものと考えられる． 

 

５ おわりに 

本研究を通じて，探究的な学習の過程に関連づけた情報

活用能力育成のための授業指標（情報活用能力ベーシッ

ク）を開発することができた．情報活用能力ベーシックは

小学校での活用を想定し，国語，社会，算数，理科，生

活，音楽，図画工作，道徳，体育，家庭，外国語，総合的

な学習の時間，特別活動の13の教科に対応している．  

開発した情報活用能力ベーシックについて，情報教育推

進担当教員2名を対象に評価を実施した．その結果，【情報

活用能力の育成に関するこれまでの課題】に対して，特に

情報活用能力の理解の促進や，情報活用能力の内容に対す

る共通理解に寄与したことが確認できた．また，【情報活

用能力ベーシック採用後の向上的な変化】として，情報活

用能力育成を意図した教育実践が行いやすくなり，学校研

究の推進に寄与したことが示された．これらから，本研究

における条件のもとで情報活用能力ベーシックの有用性が

示されたと判断できる． 

今後，情報活用能力ベーシックの活用をより一層推進

し，数多くの教員を対象に質問紙調査を実施し，有用性を

確認することが必要である．また，情報活用能力ベーシッ

クの活用によって学習者にどのような影響がもたらされた

かという学習者の視点からの評価は実施できていないこと

から，学習者への影響を明らかにすることが求められる． 

 

付記 

 本稿は，小林ほか（2020），小林ほか（2021）の学会発表

において提案した内容を再構成すると共に，新たな調査で

得られたデータを分析し，情報活用能力ベーシックの評価

について考察を加えた論文である． 
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*8 放送大学大学院（〒261-8586 千葉県千葉市美浜区若葉2−11）（e-mail:muromoto@me.com） 

*9 一般社団法人日本教育情報化振興会（〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-10-1）（e-mail:watanabe@japet.or.jp） 

* Ibaraki University, (2-1-1 Bunkyo Mito-city Ibaraki, 310-8512, Japan) 

*2 Miyamoto Elementary School, Funabashi-city, (7-10-1 Miyamoto Funabashi-city Chiba, 273-0003, Japan) 

*3 Tohoku Gakuin University, (1-3-1 Tsuchitoi Aoba-ku Sendai-city Miyagi, 980-8511, Japan) 

*4 Sapporo International University, (4–1-4-1 Kiyota Kiyota-ku Sapporo-city Hokkaido, 004-8602, Japan) 

*5 The Open University of Japan, (2-11 Wakaba Mihama-ku Chiba-city Chiba, 261-8586, Japan) 

*6 Otsugaoka Daiichi Elementary School, Kashiwa-city, (3-50 Otsugaoka Kashiwa-city Chiba, 277-0921, Japan) 

*7 Kumamoto University, (2-39-1 Kurokami Chuo-ku Kumamoto-city Kumamoto, 860-8555, Japan) 

*8 The School of Graduate Studies, The Open University of Japan, (2-11 Wakaba Mihama-ku Chiba-city Chiba, 261-

8586, Japan) 

*9 JAPET&CEC, (2-10-1 Toranomon Minato-ku Tokyo, 105-0001, Japan) 
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